
利用料金制 非利用料金制　・　一部利用料金制　・　完全利用料金制

指定管理者

名　　 称 社会福祉法人　川西市社会福祉協議会

所 在 地 川西市火打１丁目１番７号　ふれあいプラザ３階

指定管理業務の内容

　※　指定管理の業務内容を明確に記入してください。

（１）老人ホームの運営に関すること.。

（２）老人ホームの施設及び付属設備の維持管理に関すること。

（３）そのほか、市長が必要と認める業務に関すること。

指定期間 平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日

施設概要

名　　 称 川西市立養護老人ホーム　満寿荘

所 在 地 兵庫県川西市湯山台２丁目４６番地

設置目的 老人福祉法第１５条の規定により養護老人ホームを設置する。

１ 　指定概要

指 定 管 理 者 評 価 シ ー ト（第２次評価）

所　　管　　課 健康福祉部 健康生活室 長寿・介護保険課

評価対象期間 平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日
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２ 　評価結果 満寿荘

評価
レベル 市評価 １次評価　(所見） 委員評価　２次評価(所見）

B

A

A

A

B

満寿荘の認知度が高い状況にはないため、関
係機関や近隣市へ施設情報の提供をしていた
だきたい。

特になし

A

A

A

評価項目及び評価のポイント

１　施設の設置目的の達成に関する取組み 【有効性】

（１） 施設の設置目的である事業運営の達成

①　事業計画に則って施設の事業運営が適切に行われたか。ま
た、施設を最大限活用して、施設の設置目的に沿った成果が得ら
れているか。

施設の設置目的に則って適切に施設運営が行
われています。
施設の性格上、措置者に対して積極的な施設
入所者増の働きかけはできないが、ケース
ワーカーに対する空き情報の提供や近隣市へ
のパンフレット配布、施設見学に応じています。

特になし

②　利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増加
や利便性を高めるための取組みがなされ、その効果があったか。

③ 施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、そ
の効果があったか。

［改善項目]

(２) 施設の利用状況及び事業への参加状況

① 施設の目的に則って、有効に活用（利用）されていたか。

施設の目的に則って活用しています。
定員が50名となっている中で、介護虐待や精
神障がい者など多様な入所対象者に対応して
います。

特になし

② 実施された事業への参加者数の増が図られたか。

［改善項目]
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評価
レベル 市評価 １次評価　(所見） 委員評価　２次評価(所見）評価項目及び評価のポイント

B

B

B

B

B

精神疾患や認知症の入所者が増えてきている
ので、外部研修等に積極的に参加して職員の
対応能力の向上に努めていただきたい。

特になし

。

Ａ

A

A

Ａ

特になし 特になし

A

A

措置要請があると、市内外を問わず受け入れ、
収入の増に貢献しています。

特になし

B
B
B

B

措置施設のため定員確保が難しく、重度化や
体調不良などで入院や退所する入所者が増
え、収入の確保が難しい状況ですが、入所者
数は、可能な限り精緻化して予算要求をしてい
ただきたい。

特になし

（３） 利用者の満足度

① 利用者からの苦情に対して十分な対応がなされたか。

利用者の満足度アンケート調査を行うのは、非
識字の方がいるため不可能ですが、苦情対応
や食事に限定したアンケート調査を実施してお
り、迅速に対応しています。また、行事参加者
にも終了後にアンケート調査を実施し、反省点
等があれば次回の行事に反映させるよう取り
組んでいます。

認知症や精神疾患の方が２人部屋で生活する
中で様々なトラブルがあることは想像に難くな
く、職員は厳しい状況に置かれています。

② 利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られたか。

③ 利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなされたか。

④ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組みが
なされ、その効果が得られたか。

(３) 収支のバランスなど　※利用料金制を採用している場合のみ評価

［改善項目]

２　効率性の向上に関する取組み　【効率性】

(１) 経費の節減

① 施設の管理運営に関し、経費を効率的に節減するための十分な
取組みがなされ、その効果が得られたか。

職員はもとより、光熱水費を節減するため、利
用者にも協力をよびかけ、照明を支障のない
範囲内で間引き、白熱球から電球型蛍光灯や
LED電球に交換する等により、水道光熱費の
経費の節減に努めています。

特になし

② 指定管理者から再委託が行われた場合、それらが適切な水準で
行われ、経費が最小限となるような工夫がなされたか。

［改善項目]

(２) 収入の増加　　※利用料金制を採用している場合のみ評価

① 収入を増加するための具体的な取組みがなされ、その効果が得られたか。

［改善項目]

① 収支のバランスが適切であったか。 各市町福祉事務所からの入所依頼の人数が、
想定より増加したため収入が増加しているが、
毎年度の予算要求時においては入所者数が
不明なため、後日、指定管理料を精算してお
り、収支均衡を図るのが難しい状況です。

特になし

② 経費の効果的、効率的な執行が行われたか。

③ 収支の内容に不適切な点はなかったか。

［改善項目]
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評価
レベル 市評価 １次評価　(所見） 委員評価　２次評価(所見）評価項目及び評価のポイント

B

B

C

B

A

B

入所者へのサービスの質の維持のため、
職員体制の見直しが必要です。
内部研修の充実をはじめ、外部研修にも積
極的に参加されるよう配慮していただきた
い。

特になし

３　公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み【適正性】

(１)  管理運営の実施状況

① 施設の管理運営には、適切な人員配置がされたか。

入所者の重度化や体調不良等により、要
介護者や精神障がい者が増加しています
が、通院や相談等の負担が増加している
ため、職員の対応が十分とはいえません。
業務が忙しい中で、外部研修に参加してい
ます。

特になし

② 業務に必要な研修・教育が適切に行われたか。

③ 施設の維持管理が適切に行われたか。

④ 指定管理者の提案による新たな取り組みは実施されたか。

［改善項目]
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評価
レベル 市評価 １次評価　(所見） 委員評価　２次評価(所見）評価項目及び評価のポイント

Ａ

B

A

B

B

A

Ａ

施設・設備の安全確認及び、日常の転倒事故
防止のための筋力トレーニング等を積極的に
行っていただきたい。

特になし

B

［所見］
施設の設置目的を踏まえながら、定員が確保
されるよう努力されています。
介護虐待や精神障害者等の入所者が増加して
いく中、各種困難事例の入所者に対して、各福
祉事務所等関係先と連携を取りながら、適時
適切な対応をしていただいています。

［改善項目］
施設収入を確保するため積極的に関係機関や
他市に働きかけていただきたい。

［所見］
認知症や精神疾患の方が多く入所されており、
職員はシビアな状況に置かれています。

(２) 個人情報の保護、安全対策、危機管理体制、平等利用など

［改善項目]

総　　合　　評　　価

評価ランク

介護虐待による緊急入所者本人の安全確保の
ため、厳重な個人情報の保護と安全対策が図
られています。
避難訓練を実施しており、危機管理体制の確
立が図られています。

リスク管理のための職員会議を開催し、情報交
換を行っています。

② 施設利用者の個人情報の取扱いが適切に行われたか。

③ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。

④ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。

⑤ 事故発生時や非常災害時の対応が適切であったか。

⑥ 利用者を限定しない施設では、利用者が平等に利用できるよう
配慮されたか。

⑦ 利用者が限定される施設では、利用者の選定が公平で適切に
なされたか。

① 施設の設置目的に応じた効果的な利用者への情報提供・広報
活動が十分になされたか。
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